













島原×夏大根麦， (2)宇坊主×夏大根麦， (3)岩手メンシユアリーAlX札幌六角， ( 4)札
幌六角×大六角1号. ( 5"') F1 (札幌六角×大六角1号)X岩手メンシユアリーC. とれらの親
品種の主要特性は第1表の如〈である.
第 1表 交雑した親品種の主要特性
品種名 春程播4度t骨 葉樹の毛 産 地 品 種 名 春擦性 葉鞘の毛程度 摩地
夏大根麦 I なし :lr. 鮮 大六角 1 号 IV あり. 京都
島 原 v あり 貴島 本 砦手メシシユア Y-Al v あり 砦手
牟坊主 v あり 山 形
札幌六角 I なし ;;<''''--ヂ v 砦手メ Vシユアロー C Ib なし 岩手





と岩手メ γシユアリー 2号とは何れも四角長在並性皮麦であるのに反し， 島原け.渦性密楠裸
麦，大六角1号は密穂， tド坊主防癌穂側列無=t=という点に主甘いて上述の品種と具っている.
とれらの雑積。 Flf'j:普通に圃場で一本植して個体別に採種した.雑種の F2や Fsなどは主
として 1950及び51の両年来々戎のような時期に播種栽増した.
事文部省科学研究費による業績
[農学研究集40巻第4号 157-168頁 1952J (157) 
橋種月 日 播種月日
主E 雑. 当E 雑
F2 Fs F2 
島原X夏大根愛 l/X (A) 9/1II( A) 札幌六角 x岩手メ >， yユアJl-AI 2/X (A) 
26(IV(B) 札幌六角 x大六角 1号 9/X (A) 
15/XI CA) 
Fl .くx札岩幌手大メ角Vx大大角 1号〉26(XくA) ジユア!I-C l空軍A)
中坊主X夏大根愛 16/111 (C) 























項 日 早生 晩生(座止) 昔十 .:t2 P 
323 84 407 
(A) 理論比 3: 1として 305.25 101.75 407 4.128 .042 
越前比13:3として 330.69 76.31 407 .715 .398 
-・_...幽・・・・・・・-・・ー. . ....~........ .嶋司・・ー... 制・咽h ・・H ・h 句 a司・・事司・・..也、台'晶...ー育情「ーや陣.，
267 55 322 • 
(B) 理論比 3: 1として 241.5 80.5 322 10.77 .01 
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F2 の 表 現 型
項 自 早 生 晩 生 計 x2 P 
有毛 無毛 有毛 無宅
繍 '祭 数 232 91 80 4 407 
Aとbとhsとが独立として 248‘00 82.67 57.23 19.08 407 22.848 極小. 
A・hsの組換債22.0%として 232.63 98.06 72.02 3.69 407 1.21¥6 .736 














早.&ホモ 早生.晩生混合fへ~..) 計 .t2 P 























第 5表 春秋播性遺伝子l:.禁輸の宅2:の関係 (F2晩生個体のFs試喰の:情果7
F3の各系統数 (F2早生個体〉
項 目 晩 生 ホ 司王 晩生.早生混合作テロ} 言十 ，t2 P 
HsHs Hshs hshs HsHs Hshs hshs 
観 察 数 2日 4 。 3 44 3 80 
A.hsの組換慣22%として 16.23 9.15 1.29 32.44 18.31 2.58・ 80 72.30 極小































ACSa:B13B ・ AaBb 計(18;3)縛
43.06 7.48 50.54 
7.48 86.78 94.26 































とろで，との (B)群に属する 2種の遺伝子塑は第6表の如き割合に生守る筈であるが， 13: 3 
の分離をするものと 3:1の分離をするものとの区別のためには理論上では670個体を必要とす





- fiー (161) 
第 7表 F2で軍手婚陸， Fs君主春婚型2ニ秋婚型とを分離する
系統における早晩性個体の分離の状況 〈説明本文〉
項目 早生 晩生 計 X2 P 
有毛ホE毛iS)系統f観察数 384 111 495 
(Hs 理論数帯 370.12 llR.R8 495 o.r，， 0.417 
毛茸〈AHdテ18ロ)系統f観察・数 802 184 9R6 










各 ヨE m 型 の 数
項 日 晩 生 早 生 計 x2 P 
有毛 無毛 有毛 無毛
観 署長 数 543 30 “。υ民 1日7 765 
b~'hsとが独立として 430.26 143.43 143.43 47.81 765 極大 繰4、





















晩生有毛彊世 早生有毛型 早主主無毛型 |早生の有毛と無毛型との益
並 181.3土 6.77 37.0土 3.14 35.7土 2.51 +1.3州











F2 早 生 型 F2 晩 生 丞E
Fs早生ホ毛型 Fs早晩 A テロ型 理危生事唾型 晩早A テロ重量aaBB 組 Bb
34.9土2.31(AABB)' 40.4土2.89(AaBB) 179.7土6.05 183.3 
. 36.4土2.67CAABb) 39.5土3.町AaBb) 185.6 - 184.1土';.10
36.1土2.砧〈・bb) 39.0 ー(AaBb) 196.∞ ー









の他の遺伝子構成， たとえば AaBB， AaBbなどはモれらより 5日ぐらい出穂が遅れるとと
が認められる. なゐ，第9衰の， F2の無毛型が有毛型よりも若干早〈出植したという結果は
早生無毛型の大部分がAa遺伝子の構成とは無関係に， b遺伝子についてホそのため出穂が早















項 日 早 生 E免 生 計 X2 P 
皮位 線性 皮性 様性
観察数 241 61 61 15 378 
理論数‘ 230.34 76.78 53.16 17.72 378 5.3101 .]53 
並悼 i局 J怯 並性 渦性
観察数 !l45 78 日2 “。ー 407 




とれに対立する秋播性遺伝子 a及びBを持つ. との AはBに，また bはaに対して夫々上
位である.































第 12表 岩手メνシユアロー AlX札幌六角(A)と札幌六角x大六角1号 (B)の夫々
の白及びFl(札幌六角x大六角 1号)x岩手メンシユアローC(C)における
早生と晩生{春，老大悟〉型の分離
宮武圏島区分と項目 早主主 晩生 計 χ2 
127 31 158 
(A) 3:1として 118.6 39.6 158 2，439 
13:3として 128.37 29，63 158 0.059 
328 81i 413 
(B) 3:1として 309.75 103.26 413 4.301 
13:3として 335.56 77.44 413 0.908 
84 34 118 
(C) ~ 3:1(b-;:ls) 88.5 29.5 118 0，912 




















け:70日余りの間隔を主ないて 1月12日から 3月13日ま?の間(主として 3月〉に夫A'出穂Lた.と
の場合の早生個体と晩生個体の数は第ロ表 (C)の如くであって， との分離比は 3:1， すな















早 生 晩 生
昔十 ，t2 • P 
有毛 無毛 有毛 無毛
(A) 観祭数 159 169 72 13 413 
21 63 32 2 118 
(B)~bと hs 独立 44.25 44.25 14.75 14.75 118 極大 総小
b・hs6.4% 31.40 57.11 27.61 1.88 118 4.758 0.194 
ヨえに，第13表 (B)に3ないて三系交雑の場合をみると， とれでも全体として無毛個体が有毛
個体よPも過剰であったが，大体有，無毛が予期遁り 1:1 の比に分離してい~ものといえる






























































3. A及びbは共に皮裸性 (Nn，II群)や並渦性 (Uzuz，VI群)と独立である.
4.との実験の条件では， AA， bb或はその両方の遺伝子をホ号に持っとき出穂はふちばん単
しその他の遺伝子型はそれより数日出穂が治〈れる傾向がある.殊に秋播型の個体は A
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